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協同学習スタイルによる必修英語科目の実践
A Report on a Required English Class through the CoIlaborative Approach to Leaming 
亘理陽一*
Yoichi WATARI 
Abstract: The purpose of this article is to describe an attempt to organize a required English class in a coIlaborative 
manner and evaluate it according to various types of outcomes. Each lesson was designed with a view to: 1) increasing 
the amount of time spent studying inside and outside the class， 2) getting the students to releam the basic rules and 
principles of English grammar in a way suited to their communicative needs and abilities， and 3) a汀angingthe entire 
process ofthe tasks and activities with everyone enthusiastically involved. 
1.はじめに
亘理 (2009)および亘理 (2010)では，現行の I類英語
カリキュラムの妥当性を吟味し必要な改善の検討資料と
すべく，静岡理工科大学の必修の英語科目を受講する l・
2年生に，当該の授業に対する感想、と今後の授業・学習に
関する要望に関するアンケートを実施し，分析を行った 1).
2)。いずれも大勢としては語集の不足を自覚し，授業での
日本語による文法の説明を望んでいることが量的に示さ
れ，この結果をもとに英語教育小委員会において共通授業
シラパスの部分的改訂を実施した。
本報告の目的は， i平成22年度ベストティーチャーJ候
補に選定された必修英語科目において，協同的な学習スタ
イルの下で、全員の知識・技能を高めるために取り組んだ工
夫を詳述し，評価を加えることである。学生から一定の評
価を得た授業実践について省察を行い，知見を積み重ねる
によって，次期カリキュラム以降の授業計画の立案にも一
定の示唆を与え得るものと考える。
2.科目のねらいと授業計画
一年次対象の前期「英語 1Jと後期「英語2Jはいずれ
も. i読む技能を伸ばし，語葉を増やすことJ(To improve 
your reading skils and increase your vocabulary)を基本的な
ねらい，つまり方向目標としている。さらに，各レベルに
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対して，基礎的な知識・技能，あるいはいわゆる4技能に
ついて具体的な到達目標が掲げられており. i英語2Jの
上位クラスについては以下の呂標が示されている。
-読む:300 wordsの英文を 20分以下で読める 0
・書く:従属節を含む英文が書ける。
・聴く:文3つ程度の長さの英語が聞き取れる0
.話す:簡単な英語の対話が 1分間続けられる。
使用した教科書は.Reading Explorer 1 (HEINLE Cengage 
Learning)で.National Geographicの記事と写真・映像を基
に作られている。全体は.12のUnitsと4つの Reviews(語
葉の確認問題，および世界遺産を紹介する記事)からなる。
各Unitは2つの Lessonsからなり，各LessonはBeforeYou 
Read (背景知識・単語の確認，活性化)I Reading Passage 
(本文)I Reading Comprehension (読解問題)I Vocabulary 
Practice (語葉問題)とし寸形式で構成されている。また，
各 Unitの最後には ExploreMore (関連映像と要約問題)
が設けられている。
Reading Explorer 1は2009年度からの両科目の共通教科
書である。授業計画は，いずれの学科・レベルにおいても，
「英語 1JはUnit1から Unit5まで i英語2Jでは Review
2から Unit1までを取り上げるよう組まれている。ただ
し，下位クラスが各 Unitの前半の Lessonのみを学ぶこと
になっているのに対して，上位クラスは両Lessonsを学ぶ
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Unitごとの語葉や問題の難易度のパラっきは当然ながらことになっている。
あったにせよ.Unitが進むにつれて分散が小さくなり，中
央値(グラフ中の横線)が徐々に上昇し，期末試験におい3.授業構成・展開の工夫
て最も高い値を残したという結果は確認できる。語葉の定「授上記の科目を担当するにあたって心がけたことは，
着に一定の効果があったと言ってよいだろう。業外の学習時間を増やすJ.rコミュニケーションと結びつ
けた活動を取り入れながら，基礎を高い次元で学び直せる
詩集小テストの得点分布 (n=33)Fig. 1 
?????
ようにするJ.r全員が参加できるようにする」の3点にま
学習時聞を増加させること
とめられる。
3.1 
目的の多様性や関わる要因の複雑さもあり，外国語を身
につけるのに必要な接触ないしは学習時間について定説
一説には 5000時間以上が必要とも言われるが，はない。
いずれにせよ現状として，大学入学以前の6年間に授業で
Unit 10 Unit 11期末試験Unit9 Unit8 Unit 7 英語を学ぶ時間は，現行の学習指導要領のもとでは 550~
2年間の必修英語科目は 90時間をそ950時間しかなく，
和訳課題3.1.2 れに上乗せするにとどまる。
Reading Comprehensionセクションを詳しUnitごとに，したがって，限られた時間でねらい・呂標を達成するた
く扱う前の週に.Before You Readセクションで読み取るめにも，生涯にわたる外国語使用者という観点から，彼ら
IO分間を測って 2べき情報をある程度方向づけた上で，を自律的学習者へと成長させるためにも，学習方法の幅と
つの LessonsのReadingPassagesを速読してもらう。早い授業外の学習時間を増やすことが欠かせない。
学生は 8.9分で 2つの ReadingPassagesに目を通してし本授業では次の 3点を授業の軸とすることで学習サイ
まうが，学生によっては当然ながら IO分でも読み終わらクルを形成し，授業外の学習が授業時間の密度を濃いもの
scanning (情報検この作業を重ねる内にしかし，ない。とし r授業に集中して臨むことが授業外の学習を助ける」
といった読み方の索読み)や skimming(大意把握読み)ことを学生白身が自覚することをねらった。
習熟が促され，読み終わった時間の記録によって速く読め• Unitごとの語葉小テスト
るようになってきたことが実感できる。-和訳課題・教師役担当
このプロセスの後，次回の授業の前までに指示範囲の和-復習課題としての付属 CD-ROM教材
訳を提出することを課題とした。課されるのは語葉小テスそれぞれの具体的な取り組みについて詳述する。以下，
トと同様 2週に一度で，例えば LessonA は第一段落，
Lesson Bは各段落の一文目といったように読解のポインUnitごとの語葉小テスト3.1.1 
それほどの負トとなる部分，各回 150~200 程度なので，学習中の UnitのVocabularyPracticeセクションから抜粋
担ではなし、(参考として各国の課題提出率を Fig.3に示す)。または新たに作成した問題による語葉小テストを 5回実
半期に取り上げた 5つの Unitsについて，教師役担当(後2週に一度，約 20の語句から毎回 8聞が出題さ施した。
4回の提出が求められた。この得点が成述)の回を除き，また，この得点、が成績評価全体の 20%を占める。れた。
績評価全体の 20%を占める。期末の試験においても同じ範囲 100の語句から 25間(100
課題提出は紙媒体ないしはメールで受け付け，それぞれ点満点、中 30点)が出題された。
にコメントを付して返却した。また，復習用に毎回.Fig.2 
のようなポイントを解説したフィード、パック・プリントを
語葉小テストの結果を Fig.lIこ示す (8点満点として表
示)。最右列には期末試験の結果も換算して加えてある。
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作成し，授業の最後に配布した。さらにその中で，個人名
を挙げずに「優秀和訳Jを数点選出し，どこが優れていて，
どこが誤っているのかコメントを加えた。選出されても成
績には反映されないが，選ばれた者は自分の和訳の出来と
授業に貢献したことを確認でき，選ばれなかった者も自分
の和訳と比較することでポイントや誤りの確認が容易に
なる。
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-ヴj予オティワカンは=時期世興で量牟a者負な都市だった.しかし今日.~韮どその多くのものが量
担である.人々 1:どのような生活をしていたのか.そして伺敏値らの都市を放棄した由カヲ~つい量
i丘まで$〈由車問富十色はテオティワカンは平和立祉会で貫主で普い楢趣者によって置とんど統治
きれていが止脅えていました.しかし鑑近の月のピラミツドの樋査結畢は飽金主i三企を示しています.
③しかし拡がらピラミッドの削査結果は解釈するのが鑓しいです"“これらの翻壷値畢I主主に姐てい
草すJ暑さ瞳者レ倉ナルド・ローピズ・ルーザンは置います白"しカ L 私がちは全て由主宰巷担ωませ
ん倫 それらはとても畿みづらいです..⑧雄が都市の指事者だったか?科学者たちは知りません.
(蝶舛箆間外につ曹後略}
. (1)テオティワカンはかつて世思申で量もカヲ与捕った都市の1つで晶ったが、今日も主主量王金重主?'
工盆虫1主主主i韮重である.そこに住む人々はどのようむ生活をしていて t.;:ぜ彼らは鶴市を去ったのだ
ろうカ?~)つい畳近まで多〈由車問曹が予オ子ィワカンはほ止んE笹L(置い帽温により曲治された整
担主盆盆主主室主主ピ主.しかし最近の月田ピラミッド町発見がそ司他に何台、華街し景します.③それ
にもかかわらずそのピラミッドでの発見を説明するζとは鑓しいです.“Iこれら由実里Ii主主のようだ
と考古牢者由レオナルド・ロベスせをジャンl孟富い“L;'，)¥L私たちは金てφ.1轟多棒つでいるわけで
はない"'戸からそれらは値配由がとても健しい"とも冨った。⑧だれがその鶴市の指導者だったの
かヲ科牢者たちは知らZ互い.
Fig，2 和訳課題フィードパック・プリント
Fig.3 和訳課題提出率 (lF33)
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3.1.3 教師役担当
クラスを 4人(ないしは 5人)ずつのグループに分け，
各グ、ループに担当 Lessonを割り当てた。「教師役Jという
のは，担当の回に，グ、ループのメンバーと協同で， Reading 
Comprehensionセクションの出題・解説を務めることによ
る。その際，教科書と同じ四択形式の英問英答オリジナル
問題を，メンバーそれぞ、れ1問ずつ作成することが要求さ
れ，いずれかの問題が授業の中で他のグループに対して出
題された。事前の準備と当日のパフォーマンスが，成績評
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価全体の 15%を占める。
回を重ねて慣れるにつれ，学生たちは，他のグ、ループを
悩ませるような面白いオリジナノレ問題作成を意識するよ
うになる。そのためには教科書の Reading Passageや
Reading Comprehensionセクションを読み込むことが欠か
せず，事前の相談・英文添削を積極的に求めるようになる。
結果としてそうしづ動機づけされた writingは，問題の形
まで具体化されていれば言い表したいことは比較的明確
で，こちらも添削を行いやすい。
授業中に出題する問題は，内容の重複や難易度を考慮、し
て提出されたものの中から事前に選んだが，上述のフィー
ドパック・プリントに， Fig.4のように全員分の問題を，
最初の提出された英文と添削結果，コメントを併記して掲
載した。形として残すことでグループ全員が授業への参
加・貢献を感じることができ，後に担当する者の参考にも
なると考えた。
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a. Girl's finge円 C.Keγmade作oma chiken (→chicken) bone 
b.A付ng d. Seven cups 
→いい問題なのだがl 選択肢にやや重量.a告書えにしていたが本宜に即して量え1:普えはcで年い
カら代わりにont'of hpr finf(erA で代用したという話。そうすると厳密には G川、 fin~t'l'j.lではおか
し〈なってしまう。
v;Vhs.t did !'Iht> n~pd to enler r'IV(、n'Shouを旦。
a. A special key made of silver c. A password 
b. A special golden key d. A special key made from a chicken bone 
→上と閉じ主旨で悪〈辛い閉館主のだが正解由選択肢がどれかを考えるというより書えを見つける
という感じに4よってしまうので.
. '!l'.gnt don't n@t!dwordofstonr? -Which word don't vou nl'od in山崎山Jrv"川
a.刊n9 b. witch C. raven d. father 
_fこ由鞠I置で必要ない置葉jということの量聴がよ〈分から主い.胞にとって『必要ないJのか逆に
「必要な置葉jとはどういう量聴なのか.f本文に文字として量唱しむい厳館」という置暗主ら蟻解は
ほとんど喜章きれないし r楠箇1:l1li係ないJという章韓主ら正解はないとも冨える.
Fig.4 オリシナル問題フィード、パック・プリント
3.1.3 復習課題としての付属CD・ROM教材
Reading Explorer 1 ~こは，音声・映像や教科書本体とは
別の語葉・読解問題を含むCD・ROM教材が付属しており，
自動採点と学習履歴(試行回数，正答・誤答数，解答時間
等)の蓄積が可能となっている。そこで，期末試験対策を
兼ね，成績評価全体の 20%を占める復習課題としてこの
付属教材を利用し，学期末までに学習履歴を提出するよう
求めた。
3.2 基礎の高い次元での学び直し
上位クラスとは言え，学期の初め，クラスの大半は単語
の発音もままならない状態にある。例えば声に出して読む
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際，‘city'は発音できても，‘especially'になると覚束ない者
が増え，‘ancient'になると多くが止まってしまう。一方で
教科書には，‘ancient'にとどまらず冶ircJing'， ‘medicine'， 
‘exercise'，‘electricity'と，彼らが発音できずに止まってし
まう単語が次々に登場する。
いずれも，以下に示す'c/g'の発音に関する同じ規則に従
っているのだが，体系的理解を欠くために r何度も見聞
きして知っている単語は読めるが，知らない単語は読めな
し、」とし、う状態から脱することができずにいることが分か
る。耳で聴く音と綴りとの対応関係が構築されておらず，
未知語習得の大きな足柳になっている。
• Hard ‘c/g':‘c与、 0，u'=/k/;‘g'+‘a， 0， u'=/gI 
• Soft ‘c/g':‘c'+‘e， i， y'=/s/;‘g'+‘e， i， y'=/d3/ 
ただ，こういったルールを暗記しただけで区別して発音
できるようになるとは考えにくく，中学生にするような説
明を繰り返すだけではやる気を損なうだけであろう。そこ
で本授業では，各 Unitに入る前に時間を割き， Fig.5のよ
うな簡単な作業を課すプリントでのベア/グループ・ワー
クを通じて法貝IJ性について議論・発見させる，というやり
方を採用した。直接的な解答としてルールを引き出すとい
うよりは，メタ的に考えることを促し，気付いた点を共有
するのが目的である。その後， Fig.6のような phonics教材
を用いてルールに習熟させ， Fig.7のような聴解・会話，
推論による深い読解と結びつけた活動の中で、ルールを適
用させたへ
この理解・習熟・応用のサイクルを通じて，半期を通じ
て r英語らしい発音/リズムの原則の学習」から「発音と
つづりの関係の学習」を経て r脱落(eIision)・同化
(assimilation)・連結(linking)4)のパターンの学習」まで至る
カリキュラムを教科書を通じた学習の前後に組み込んだ。
3.3 全員の参加の下での授業展開
当該クラスの 34人という履修者数 (1名は欠席超過に
より不可)は，例年や他学科クラスの平均と比べれば多い
とは言えないが，外国語を学ぶクラス・サイズとしては依
然として大きく，個々人に割ける時間は決して多くない。
また，学科全体を 2クラスに分けたクラス編成であるから，
英語に関する知識・技能のパラつきが大きく，初期状態と
して，どこかに焦点を合わせると，退屈さ・「置いてきぽ
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Ut;業品問題2)
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〔作薬品悶終2)
①2人一湘で作業しで、ださい。上かり傾番1こ.!3 -'-，)0:; '}l):ノトニ響力、れている皐U~
を.1目手に!Ilこ-{.:>ょっ1こ吉におしてま売んで'ださい.
ア)一一一一一(ケー キ人 {コ二'ビュータJ，
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一一一一一一(移動}Jl. 明一一 (文書j
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ウ)一一一一一明扇(鎗)).一一一一(中ω ，一一一_(tj -1 ~'I;) ノグ\
一一一 (能力入一一一一一一(γ ヌー.，原人一一一一一¥政策.方針)
ヱ)gesturel，身/5，'，り)， giantl[芝すね)， gym(i章商品、i，college 
I (単車、うす学).Luigi(;[.イー パポバめ酎1)，energy(エヰjレギ....')
。空1ft骨ngp7tにつし、τ.日本認の意線力:当ではまと!ふろCl自手が発畜1.，.1.:単語
をZU，しlr九ぞき1、
{主?い工)め書1t量-(J)発音iご '1. 島 6[泌~l があります。それほど ":)L' うtのどと~.
L 、ますか ~'Tで t5 ‘ õ勺て，総~を見つけてどださい@
k ，t :T)I~ ê') イ)，:主)(l)退終(，:.I:F弘、ぅI容もがあります立ム
. [~遜密 4]
Fig.5 発音と綴りの法則を考えるための作業プリント例
Fig.6 ルールに習熟するための Phonics教材例
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A: I'm afraid not. 
Fig.7 推論を求める対話諜題の教材例(ただし Fig.5の作業を通じて学ぶ発音規則に対応したものではない)
り」を生むという問題を抱えている。
他の授業においても各教員がそれぞれに対策を講じて
いることではあるが，この状況に対して本授業が試みた対
策の一つは，これまで述べてきた 10分間での速読・和訳
課題・語葉小テストなどを通じて，段階的に共通土台を準
備することである。それぞれの作業・活動は切り離されて
存在するのではなく，それぞれに取り組んでいる際の学生
の自覚の程度はともかく，後に進むに従って自然に足場が
用意されているとしサ状態を理想として授業を構想、・展開
した。
本授業で試みた対策のもう一つは，協同的な学習スタイ
ルを積極的に活用することである。上述の基礎の学び直し
のための活動もそうだが，特に，教師役のグループを中心
に ReadingComprehensionセクションの問題に取り組む 5
回のク守ループ対抗戦がこれに該当する。
具体的には，教師役のグループ以外には Reading
Comprehensionセクションの予習を求めず，手口訳課題と
Reading Passageを再読して得た情報を手掛かりに，一人ひ
とりが 5分程度の開に問題の予想を立てる。次に，問題ご
とにグループ。内で予想を出し合わさせ，話し合いを経て，
一斉にグ、ループとしての解答を発表する。教師役のグ‘ルー
プは交代でその進行役を務め，自分たちの予想、の理由を述
べ，正解発表後に本文・問題の解説を行う。ただし彼らも
正解は知らないので，予想が間違っていることもある。
Fig.6に囲みで示されるように，先生役が間違えると他の
グ‘ループにボーナス・ポイントが入ってしまう。したがっ
て，教師役のグループには入念な準備が求められる。一方，
オリジナル問題 (Fig.8では6問自と 12問自)で彼らが
間違えることはないので，他のグ、ループを悩ませるような
問題を作ることができればポイントで差をつけることが
できる。
襲警 灘綴襲撃
欝欝韓議襲襲
Fig.8 グ、ルー プ対抗戦の得点集計例
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こういった授業展開はゲーム的で，当該科目の内容を学
習する上で欠くべからざる要素とまでは言えないが，少な
くとも退屈さや「置いてきぼり jを生むことはなく，全員
に「出番Jを用意することができる。亘理 (2010)でも
述べたように，全体に向けて解説をしたり，各自の予想、に
ついて説得を試みる機会を用意することで，授業に対する
貢献の意識が高まり，担当範囲を十分に予習しておこうと
思うと同時に，グループ内の話し合いが活性化され，他の
グループのパフォーマンスにも敬意を持って接するよう
になることが期待できると考えている 2)。実際，授業評価
アンケートの自由記述欄には， r当番のシステムはいまま
でにはなくとてもよかったJ，r独特の授業のやり方で楽し
く学ぶことができたJ，r今までの英語の授業の中で一番お
もしろかった」といった記述が寄せられており，学生が本
授業のような学習スタイルを肯定的に受け止めているこ
とが窺える。
もちろん，全員が参加したからと言って，全員が到達目
標に至ったとは言い難い。 Fig.9にプレイスメント・テス
トの結果 (100点満点に換算して表示)と，期末試験の得
点，それに全てを総合した評定点の分布を示した。これを
見る限り，期末試験の中央値は 50を下回る一方で，評定
点、で 50を下回ったものはいない。ある意味でこれまで述
べてきた本授業の多面的な評価 (Fig.IO)に救われている
とも言えるし，静的なテストで測りきれないところで優れ
たパフォーマンスを見せたとも言い得る。方向目標および
動機づけについては概ね納得の行く結果を残したと言え
るが，全員を到達巨標へ導く内容・方法についての更なる
考察は今後の課題としたい。
Fig.9 プレイスメント・テスト得点、と，試験・評定結果 (IF33)
100 
80 
60 
40 
20 
。
Placement 期末試験 評定点
Vo1.19，2 0 1 1 
Fig. 10 成績評価項目と構成割合
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